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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胴部（２）上端から口頸部（５）を起立した容器（１）と、
　口頸部（５）外周に嵌合させる外筒（１１）上端より延設した第１内向きフランジ（１
３）内周に、下部を口頸部（５）内周上部に嵌合する内筒（１４）を貫設し、内筒（１４
）上端より第２内向きフランジ（１６）を介して注出筒（１７）を起立した中栓（１０）
と、
　注出筒（１７）の上部内面へ嵌合させる有底の周壁（２１）上端より注出筒（１７）上
面へ載置させる外向きフランジ（２３）を延設し、周壁（２１）内面に凹溝形態の第１係
合部（２２）を周設した移行栓（２０）と、
　天面（３１）周縁部より、内周下端部を中栓（１０）の内筒（１４）外周上部に螺合さ
せる内筒（３２）と、外筒（３３）との、内外二重筒を垂設し、天面（３１）中央部から
、移行栓（２０）の周壁（２１）内周に嵌合し、且つ、外周に第１係合部（２２）と係合
する凸部形態の第２係合部（３６）を周設した嵌合筒（３５）を垂設したオーバーキャッ
プ（３０）とを備え、
　移行栓（２０）を注出筒（１７）に嵌着させた中栓（１０）を容器（１）の口頸部（５
）に打栓し、オーバーキャップ（３０）を中栓（１０）へ螺着させることで、第１係合部
（２２）と第２係合部（３６）とを係合させて、嵌合筒（３５）を移行栓（２０）へ嵌合
させ、オーバーキャップ（３０）を螺脱させることによる開封時に、移行栓（２０）はオ
ーバーキャップ（３０）へ移行可能に設けたことを特徴とする蓋付き容器。
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【請求項２】
　胴部（２）上端から口頸部（５）を起立した容器（１）と、
　口頸部（５）外周に嵌合させる外筒（１１）上端より延設した第１内向きフランジ（１
３）内周に、下部を口頸部（５）内周上部に嵌合する内筒（１４）を貫設し、内筒（１４
）上端より第２内向きフランジ（１６）を介して注出筒（１７）を起立した中栓（１０）
と、
　注出筒（１７）の上部内面へ嵌合させる有底の周壁（２１）上端より注出筒（１７）上
面へ載置させる外向きフランジ（４０）を延設し、外向きフランジ（４０）外周面に係合
突部形態の第１係合部（４１）を周設した移行栓（２０）と、
　天面（３１）周縁部より、内周下端部を中栓（１０）の内筒（１４）外周上部に螺合さ
せる内筒（３２）と、外筒（３３）との、内外二重筒を垂設し、天面（３１）中央部から
、移行栓（２０）の外向きフランジ（４０）外周に嵌合し、且つ、下部内面に第１係合部
（４１）と係合する係合突部形態の第２係合部（４３）を周設した嵌合筒（４２）を垂設
したオーバーキャップ（３０）とを備え、
　移行栓（２０）を注出筒（１７）に嵌着させた中栓（１０）を容器（１）の口頸部（５
）に打栓し、オーバーキャップ（３０）を中栓（１０）へ螺着させることで、第１係合部
（４１）と第２係合部（４３）とを係合させて、嵌合筒（４２）を移行栓（２０）へ嵌合
させ、オーバーキャップ（３０）を螺脱させることによる開封時に、移行栓（２０）はオ
ーバーキャップ（３０）へ移行可能に設けたことを特徴とする蓋付き容器。
【請求項３】
胴部（１０２）上端から口頸部（１０６）を起立した容器（１０１）と、
　口頸部（１０６）外周に嵌合させる外筒（１１１）上端より延設した内向きフランジ（
１１３）の内外中間部から口頸部（１０６）内周上部に嵌合する内筒（１１４）を垂設し
、内向きフランジ（１１３）の内周から注出筒（１１５）を起立した中栓（１１０）と、
　注出筒（１１５）の上部外面へ嵌合させる有頂の周壁（１２１）の上部外面に第３嵌合
部（１２３）を周設した移行栓（１２０）と、
　天面（１３１）の中央部より、移行栓（１２０）の周壁（１２１）外面へ嵌合し、且つ
、内面に第３嵌合部（１２３）と係合する第４嵌合部（１３５）を周設した嵌合筒（１３
４）を垂設したオーバーキャップ（１３０）とを備え、
　移行栓（１２０）を注出筒（１１５）に嵌着させた中栓（１１０）を容器（１０１）の
口頸部（１０６）に打栓し、オーバーキャップ（１３０）を螺着させることで、第３嵌合
部（１２３）と第４嵌合部（１３５）とを係合させて、嵌合筒（１３４）を移行栓（１２
０）へ嵌合させ、オーバーキャップ（１３０）を螺脱させることによる開封時に、移行栓
（１２０）はオーバーキャップ（１３０）へ移行可能に設けたことを特徴とする蓋付き容
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓋付き容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　中栓は通常容器体の口頸部へ打栓によって嵌合されるが、打栓時に、容器体内へ充填さ
れた液体が飛び跳ねて中栓の注出口から飛び出るため、これを防止すべく打栓前に注出口
を閉塞することが行われている。閉塞の手段としては、例えば、図３に示すように、容器
体２００の口頸部２０１へ中栓２０２を打栓する前に、中栓の注出筒２０３へ内キャップ
２０４を螺合させておき、出荷時にオーバーキャップ２０５を容器体２００へ嵌合させた
もの、あるいは容器体口頸部内へ嵌合させた中栓の周壁下端を押圧破断可能な閉塞板で閉
塞するものが知られている(特許文献１)。
【特許文献１】特開２００６－３０６４１４号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら中栓の注出筒２０３へ内キャップ２０４を螺合させる前者では、容器内へ
充填された液体を注出させる際に、まず容器体口頸部からオーバーキャップ２０５を取り
外した後、中栓から内キャップ２０４を取り外す必要があり、また注出が終わると内キャ
ップを閉蓋した後、オーバーキャップを閉蓋する必要があり、このように液体の注出時お
よび注出終了時にオーバーキャップ２０５と内キャップ２０４との両方を開蓋ないし閉蓋
する必要があり、したがって液体の注出が面倒なものとなっていた。また、特許文献１記
載の発明では、容器体口頸部外面へ螺合させたキャップの注出筒下端を閉塞板の破断手段
として用い、開封時に、キャップを下降させて注出筒下端で閉塞板を押圧破断するように
しているため、開封後の通常使用時にキャップ注出筒を閉蓋するためのヒンジ付き蓋が必
要となり、したがって構成が複雑化する傾向があった。
【０００４】
　本発明の目的は、簡素な構成で打栓時における中栓注出口からの液体の飛跳ねを防止し
うるとともに、オーバーキャップの装着時に中栓注出口の閉蓋が、また、オーバーキャッ
プの離脱時に中栓注出口の開蓋が、それぞれ同時に行える容器中栓、容器蓋と蓋付き容器
の製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は、胴部２上端から口頸部５を起立した容器１と、
　口頸部５外周に嵌合させる外筒１１上端より延設した第１内向きフランジ１３内周に、
下部を口頸部５内周上部に嵌合する内筒１４を貫設し、内筒１４上端より第２内向きフラ
ンジ１６を介して注出筒１７を起立した中栓１０と、
　注出筒１７の上部内面へ嵌合させる有底の周壁２１上端より注出筒１７上面へ載置させ
る外向きフランジ２３を延設し、周壁２１内面に凹溝形態の第１係合部２２を周設した移
行栓２０と、
　天面３１周縁部より、内周下端部を中栓１０の内筒１４外周上部に螺合させる内筒３２
と、外筒３３との、内外二重筒を垂設し、天面３１中央部から、移行栓２０の周壁２１内
周に嵌合し、且つ、外周に第１係合部２２と係合する凸部形態の第２係合部３６を周設し
た嵌合筒３５を垂設したオーバーキャップ３０とを備え、
　移行栓２０を注出筒１７に嵌着させた中栓１０を容器１の口頸部５に打栓し、オーバー
キャップ３０を中栓１０へ螺着させることで、第１係合部２２と第２係合部３６とを係合
させて、嵌合筒３５を移行栓２０へ嵌合させ、オーバーキャップ３０を螺脱させることに
よる開封時に、移行栓２０はオーバーキャップ３０へ移行可能に設けたことを特徴とする
。
【０００６】
また、本発明は、胴部２上端から口頸部５を起立した容器１と、
　口頸部５外周に嵌合させる外筒１１上端より延設した第１内向きフランジ１３内周に、
下部を口頸部５内周上部に嵌合する内筒１４を貫設し、内筒１４上端より第２内向きフラ
ンジ１６を介して注出筒１７を起立した中栓１０と、
　注出筒１７の上部内面へ嵌合させる有底の周壁２１上端より注出筒１７上面へ載置させ
る外向きフランジ４０を延設し、外向きフランジ４０外周面に係合突部形態の第１係合部
４１を周設した移行栓２０と、
　天面３１周縁部より、内周下端部を中栓１０の内筒１４外周上部に螺合させる内筒３２
と、外筒３３との、内外二重筒を垂設し、天面３１中央部から、移行栓２０の外向きフラ
ンジ４０外周に嵌合し、且つ、下部内面に第１係合部４１と係合する係合突部形態の第２
係合部４３を周設した嵌合筒４２を垂設したオーバーキャップ３０とを備え、
　移行栓２０を注出筒１７に嵌着させた中栓１０を容器１の口頸部５に打栓し、オーバー
キャップ３０を中栓１０へ螺着させることで、第１係合部４１と第２係合部４３とを係合
させて、嵌合筒４２を移行栓２０へ嵌合させ、オーバーキャップ３０を螺脱させることに
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よる開封時に、移行栓２０はオーバーキャップ３０へ移行可能に設けたことを特徴とする
。
【０００７】
さらに、本発明は、胴部１０２上端から口頸部１０６を起立した容器１０１と、
　口頸部１０６外周に嵌合させる外筒１１１上端より延設した内向きフランジ１１３の内
外中間部から口頸部１０６内周上部に嵌合する内筒１１４を垂設し、内向きフランジ１１
３の内周から注出筒１１５を起立した中栓１１０と、
　注出筒１１５の上部外面へ嵌合させる有頂の周壁１２１の上部外面に第３嵌合部１２３
を周設した移行栓１２０と、
　天面１３１の中央部より、移行栓１２０の周壁１２１外面へ嵌合し、且つ、内面に第３
嵌合部１２３と係合する第４嵌合部１３５を周設した嵌合筒１３４を垂設したオーバーキ
ャップ１３０とを備え、
　移行栓１２０を注出筒１１５に嵌着させた中栓１１０を容器１０１の口頸部１０６に打
栓し、オーバーキャップ１３０を螺着させることで、第３嵌合部１２３と第４嵌合部１３
５とを係合させて、嵌合筒１３４を移行栓１２０へ嵌合させ、オーバーキャップ１３０を
螺脱させることによる開封時に、移行栓１２０はオーバーキャップ１３０へ移行可能に設
けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、注出口を閉塞させた状態で中栓を容器口部へ打栓するので、打栓時に、容器
内に充填された液体が中栓注出口から飛び跳ねることがない。
【００１３】
　また、本発明は、オーバーキャップ等の他部材へ移行可能な移行栓で中栓の注出口を閉
塞するため、開封時はもちろんのこと開封後においても、オーバーキャップ等を容器から
離脱させることで同時に中栓注出口を開蓋でき、またオーバーキャップ等を容器へ装着さ
せることで同時に中栓注出口を閉蓋でき、したがって注出時の容器の開蓋と注出終了時の
容器の閉蓋とをそれぞれ一回の操作で行うことができる。
【００１４】
　さらに、本発明は、中栓の注出口へ移行栓を嵌合させるだけで打栓時における液体の跳
ね出しを防止できるとともに、開封時に、液体飛び出し防止用としての移行栓をオーバー
キャップ等の他部材へ移行させて通常使用時における中栓注出口の栓として使用すること
ができるため、構成を簡素にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明を、図面に示す実施の形態を参照しながら説明する。
　１は容器で、胴部２の上部外面に第１突条３が周設されている。また胴部２上端から肩
部４を介して口頸部５が起立している。口頸部５外面に第２突条６が周設されており、第
２突条６よりも上方の口頸部部分外面に第３突条７が周設されている。
【００１６】
　１０は中栓で、第２突条６よりも上方の口頸部５部分外面へ嵌合させた外筒１１下端内
面には段部１２が周設されており、段部１２は第３突条７下面へ嵌合している。
【００１７】
　外筒１１上端には第１内向きフランジ１３が付設されており、第１内向きフランジ１３
内周には内筒１４が貫設されている。内筒１４下部は口頸部５上部内面へ当接されており
、また内筒１４上部外面には雄ネジ１５が形成されている。
【００１８】
　内筒１４上端から第２内向きフランジ１６を介して注出口を構成する注出筒１７が起立
している。このようにして構成された中栓１０は打栓により口頸部５へ嵌合される。その
際、段部１２は第３突条７を強制乗越えしてその下面へ嵌合する。
【００１９】
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　２０は移行栓で、注出筒１７の上部内面へ嵌合させた有底周壁２１上端に、注出筒１７
上面へ載置させて外向きフランジ２３を付設している。周壁２１内周面には第１係合部２
２を構成する凹部からなる溝が周設されている。また周壁２１上部外面は大外径部に形成
され、大外径部が注出筒１７上部内面へ密着している。
【００２０】
　３０はオーバーキャップで、天面３１の周縁部から高さが異なる内外二重筒３２、３３
を垂下して、外筒３３下端を第１突条３へ載置させるとともに、内筒３２内面に形成され
た雌ネジ３４を雄ネジ１５へ螺合させている。
【００２１】
天面３１中央部から移行栓周壁２１内へ嵌合させて下面開口の嵌合筒３５が垂下されてい
る。嵌合筒３５外周面には第１係合部２２と係合する凸部から構成される第２係合部３６
が周設されている。
【００２２】
　次に作用について説明する。
　容器１へ打栓する前に、中栓１０の注出筒１７へ移行栓２０を嵌合させて容器中栓を形
成する。こうして得られた容器中栓を液体が充填された容器の口頸部５へ打栓する。
【００２３】
　中栓の注出筒１７は移行栓２０により閉塞されているから、打栓時に容器が振動して容
器内の液体が跳ね上がっても注出筒１７の注出口から飛び出ることがない。打栓後、オー
バーキャップ３０を容器へ嵌合させる。
【００２４】
その際、天面３１から垂下する嵌合筒３５が移行栓２０内へ嵌合されると同時に、第２係
合部３６が第１係合部２２へ係合する。このようにして容器へオーバーキャップ３０を嵌
合させた状態で出荷する。
【００２５】
　開封するには、オーバーキャップ３０の内筒の雌ネジ３４を中栓の雄ネジ１５から上方
へ螺脱させるべくオーバーキャップを回動させればよく、するとオーバーキャップの嵌合
筒３５と移行栓の周壁２１とは第１、第２係合部２３、３６を介して連結されているため
、移行栓２０は注出筒１７から上方へ離脱してオーバーキャップ３０へ移行する。
【００２６】
すなわち移行栓２０は中栓１０から離脱してオーバーキャップ３０と一体的に連結される
。このように移行栓２０が中栓の注出筒１７から離脱してオーバーキャップ３０へ移行す
るのは、移行栓２０と中栓の注出筒１７との嵌合力よりもオーバーキャップ３０と移行栓
２０との第１、第２係合部２２、３６を介しての係合力の方が強いからである。
【００２７】
　容器内の液体を注出した後、容器を閉蓋するには、オーバーキャップ３０を容器へ嵌合
させればよく、するとオーバーキャップと一体的に連結された移行栓２０が注出筒１７内
へ嵌合されることで中栓の注出筒１７が閉塞される。すなわち移行栓２０は打栓時の液体
の跳ね出し防止用の閉塞部材としての役割とともに、中栓の注出筒の不使用時における閉
塞栓としての役割を兼用する。
【００２８】
　図２は第２の実施形態を示す。第１実施形態ではオーバーキャップ３０の嵌合筒４２が
移行栓の周壁２１内へ嵌合されているが、本実施形態ではオーバーキャップ３０の嵌合筒
が移行栓２０の外向きフランジ４０の外周面へ嵌合されている点で相違する。
【００２９】
　すなわち、移行栓２０の外向きフランジ４０の外周面には第１係合部４１としての係合
突部が周設されており、他方、オーバーキャップの嵌合筒４２下部内面には第２係合部４
３としての係合突部が周設されていて、オーバーキャップの係合突部が移行栓の係合突部
下面へ係合している。
【００３０】
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かかる構成であるから、開封のために、オーバーキャップ３０を回動させると、第１実施
形態と同様に移行栓２０が中栓の注出筒１７から抜出してオーバーキャップ３０へ移行す
る。その他の構成は第１実施形態と同一であるから、説明を省略する。
【００３１】
　図３は第３の実施形態を示す。１０１は容器で、胴部１０２の上端部外面には上向き段
部１０３を介して雄ネジ部１０４が形成されている。雄ネジ部１０４の上端には肩部１０
５を介して口頸部１０６が起立している。口頸部１０６外面には第１突条１０７が周設さ
れており、また口頸部１０６上端部外面には第２突条１０８が周設されている。
【００３２】
　１１０は中栓で、第２突条１０８へ嵌合させた外筒１１１下端内面には嵌合部１１２が
周設されており、嵌合部１１２は第２突条１０８下面へ当接している。
【００３３】
　外筒１１１上端には内向きフランジ１１３が付設されており、内向きフランジ１１３の
内外中間部から垂下する内筒１１４が口頸部１０６上端部内面へ嵌合されており、また内
向きフランジ１１３内周から注出口を構成する注出筒１１５が起立している。注出筒１１
５上部の中間部は縮径されて縮径部１１６に形成されており、縮径部１１６よりも下方の
注出筒１１５部分外面に第１嵌合部１１７が周設されている。
【００３４】
　１２０は移行栓で、注出筒１１５の上部外面へ嵌合させた有頂周壁１２１下端内面に第
２嵌合部１２２が周設されており、第２嵌合部１２２は第１嵌合部１１７下面へ係合され
ている。また周壁１２１上部外面には第３嵌合部１２３が周設されている。
【００３５】
　１３０はオーバーキャップで、天面１３１の周縁部から外周壁１３２を垂下して、外周
壁１３２の下端部内面に形成された雌ネジ部１３３を雄ネジ部１０４へ螺合させている。
また天面１３１の中央部から嵌合筒１３４が移行栓１２０の周壁１２１外面へ嵌合されて
いる。嵌合筒１３４の下端部内面には第４嵌合部１３５が周設されていて、第４嵌合部１
３５は第３嵌合部１２３下面へ係合されている。
【００３６】
かかる構成であるから、開封のために、オーバーキャップ１３０を回動させると、オーバ
ーキャップ１３０の嵌合筒１３４と移行栓１２０との嵌合力の方が移行栓１２０と注出筒
１１５との嵌合力よりも大であるから、第１実施形態と同様に移行栓１２０が中栓の注出
筒１１５から抜出してオーバーキャップ１３０へ移行する。
【００３７】
　次に、上記構成からなる容器の製造方法について説明する。
まず、内容物が充填された容器の口頸部５へ中栓１０を打栓する前に、中栓の注出筒１７
へ移行栓２０を嵌合させる(第１工程)。続いて、移行栓２０を嵌合させた中栓１０を容器
の口頸部５へ打栓する(第２工程)。次いで、オーバーキャップ３０を容器へ嵌合させるこ
とで、オーバーキャップから垂下する嵌合筒３５(４２)を移行栓２０へ嵌合させる(第３
工程)。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明に係る蓋付き容器の半断面図である。
【図２】第２実施形態を示す図１相当図である。
【図３】第３実施形態を示す要部断面図である。
【図４】(１)従来の栓付き中栓の半断面図である。　　　　　(２)図３(１)の中栓を容器
に装着した状態を示す半断面図である。
【符号の説明】
【００３９】
１　容器
５　口頸部
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１０　中栓
１７　注出筒
２０　移行栓
２１　周壁
２２、４１　第１係合部
３０　オーバーキャップ
３１　天面
３５、４２　嵌合筒
３６、４３　第２係合部

【図１】 【図２】
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